
 

『剣の理法説明版』 （3 ⽉５⽇） 
 

 

《本⽂》 
 

「『剣の理法』とは、気剣体⼀致した打突を⽣み出すために⼼法・⼑法・⾝法 
 
を⼀体としてはたらかせる理にかなった⽅法のことである。」 
 
《補⾜》 
「気剣体⼀致した打突は、⼼法（⼼のはたらき）と⼑法（刃筋・物打・鎬な 
 
どが機能する⼑・⽊⼑・⽵⼑の適正な操作）と⾝法（体勢・体さばきなどの 
 
⾝体の運⽤）とが⼀体となっているものである」 


